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○Ｈ29、Ｈ30年度、主要渋滞箇所の渋滞緩和が期待される事業は５ヶ所整備完了。
○Ｈ31年度、羽崎交差点改良、産業会館交差点開業および（都）岡山松陵線の整備が完了する予定。

No. 事業名
完了時期
（予定）

緩和効果が期
待される主要
渋滞箇所

①
大和田交差点改良
（右折レーン正対化）

H29.12 大和田

② 福井駅付近連続立体交差 H30.6 志比口、宝永、
四ツ井

③ 松岡菅谷線 H30.9 芝原上新橋南
詰

④ （都）河濯線 H30.9 万代橋東詰

⑤
河原市交差点改良

（右折レーン、バス停留所
の設置）

H31.3 河原市

⑥
羽崎交差点改良
（右折導流線の設置）

H31年度予定 羽崎

⑦
産業会館交差点改良
（右折導流線の設置）

H31年度予定 産業会館

⑧ （都）岡山松陵線 H31年度予定 荻野

１．福井県における渋滞対策の実施状況について

未完了事業
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①大和田交差点改良

⑤河原市交差点改良

②福井駅付近連続立体交差

③松岡菅谷線

④（都）河濯線

⑥羽崎交差点改良

⑧（都）岡山松陵線

⑦産業会館交差点改良



２．実施済み対策の効果検証 （国道8号 大和田交差点）
○大和田交差点では、平成29年12月23日に中央分離帯のズレ修正、右折レーンの正対化を実施。
○対策後、南行きは、全時間帯の速度向上が見られたが、夕のピーク時間帯において20km/h以下の時間帯が残る。北行きは、朝ピークに速度向上が見られたが、夕のピーク時間
帯において20km/h以下の時間帯が残る。今後、福井森田丸岡線整備後に、効果検証を実施。
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≪説明図≫≪位置図≫
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【対策】
・中央分離帯のズレ修正
・右折レーンの正対化

：速度（20km/h以下）：速度(20km/h超)

：速度(20km/h超)H28.9-H28.11 平日: ：速度（20km/h以下）

H30.9-H30.11 平日:

北行き

大和田

■ 旅行速度の分析区間（モニタリンク区間）

速度向上

速度向上

※民間プローブデータ（ H28.9-H28.11 平日）
ETC2.0データ（ H30.9-H30.11 平日）



３．実施済み対策の効果検証 速報値 （福井駅付近連続立体交差事業）

○平成３０年６月に、えちぜん鉄道三国芦原線の０.７km、勝山永平寺線２.３km区間の高架化を完了した。
○当区間内の踏切除却によって、福井駅周辺での東西への行き来しやすくなり、渋滞緩和が期待される。
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志比口

四ツ井

宝永

主要渋滞箇所
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３．実施済み対策の効果検証 速報値 （福井駅付近連続立体交差事業）

○沿線踏切の除却によって、 【松本～志比口】、 【宝永～四ツ井】間は、朝夕ピークの所要時間が短縮。
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■ 【松本～志比口】間の所要時間 （850m）

■ 【宝永～四ツ井】間の所要時間 （900m）

※民間プローブデータ（ H28.9-H28.11 平日 7-9時、17-19時）

宝永

志比口

四ツ井

米松

裁判所前

丸山

主要渋滞箇所

福井口踏切除却

仮日之出踏切除却

松本

東行き 西行き

東行き 西行き

ETC2.0データ（ H30.9-H30.11 平日 7-9時、17-19時）



３．実施済み対策の効果検証 速報値 （松岡菅谷線）

平成３０年９月に、松岡菅谷線の交差点拡幅事業が完了。
交差点拡幅により、芝原上新橋南詰交差点の流入部Ｄは、速度向上が見られた。
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新保

芝原上新橋南詰

交差点拡幅事業（Ｌ＝８２６ｍ）
H30.9完了

芝原上新橋南詰（対策前）芝原上新橋南詰（対策前）芝原上新橋南詰（対策前）

主要渋滞箇所

渋滞方向（整備前）

大和田南

大和田

流入部Ｄ
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※ 対策前、交差点中心から210～230mの間情報件数が「0」

出典：ETC2.0データ（ H29.10-H29.11 、 H30.10-H30.11 平日）



○ Ｈ30.9.8に（都）河濯線が開通。
○ 主要渋滞箇所に直接、接続する路線の整備予定は無いが、（都）河濯線の開通により、県道２号武生美山線と県道１９０号小曽原武生線を結ぶ新たな経路が構築された。
（都）河濯線の開通後、越前市中心部に発着する交通は、１割が小曽原武生線から戸谷片屋線・河濯線に転換した。

○ 流動が変化し「万代橋東詰」、「横市」交差点の交通量減少が期待される。 H31に最新データで効果検証を実施し、渋滞解消要因が明らかである箇所があれば、H32年度渋滞
協議会に諮り、「解除」を行う予定。

４．（都）河濯線の開通による周辺効果
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※ETC2.0データ（ H29.10、H29.11 、 H30.10、H30.11 ）

経路①：戸谷片屋線 経路②：小曽原武生線
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滞留長
45m
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５．渋滞対策済み箇所の説明 （国道27号 河原市交差点）

○河原市交差点では、右折レーンの設置、東方面行きバス停留所の設置はH31.3に実施完了。
○右折車両、および車道上で停車するバスによる後続の直進車両の阻害状況が解消されると期待され、Ｈ31渋滞協議会に効果検証を実施する予定。

河原市交差点

直進車両

右折車両

至 若狭町至 敦賀市

27

27

至 若狭町
至 敦賀市

右折車両が後
続の直進車両
を阻害

バスが車道上で
停車し、後続の
直進車両を阻害

（都）松屋河原市線

※ 都市計画幅

（都）松屋河原市線

※ 都市計画幅

右折レーンに右
折車両が滞留で
きることにより
、後続の直進車
両がスムーズに
進行できる

バス停留所の設置に
より、後続の直進車
両がスムーズに進行
できる

≪位置図≫

≪広域図≫

≪説明図≫

対策前

対策後

福井県

福井県美浜町
（国道27号上下線）

●主要渋滞ポイント

写真

美浜町

至舞鶴市

若狭町

敦賀市

河原市交差点

対策前（写真①）

河原市交差点

減速車線長
40m

バス停留車線長15m



６．ピンポイント渋滞対策予定箇所の説明 「国道8号 羽崎交差点」

○羽崎交差点では、交差点内の案内が不明瞭なため、右折車両が右折レーンをはみ出し、直進車両を阻害している。
○右折導流線の設置はH3１年度に実施する予定。
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福井県

福井県坂井市
（国道8号上下線）

主要渋滞ポイント

永平寺大野道路

羽崎交差点

写真

坂井市

永平寺町福井市

あわら市

至米原市

至 金沢市

≪位置図≫

≪広域図≫

≪説明図≫

羽崎交差点

至米原市

至金沢市
対策前
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市

写真①

至 金沢

至 米原

対策後

至

米
原
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至

金
沢
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直進車両

右折車両

羽崎交差点 右折レーンの移動

右折導流線の設置 とちがみや

な る か も り た

右折レーンを移動し、対向車の見通しを改善。また、
導流線を設置し、交差点内の停止位置を前出しさせ
ることで、右折車両のさばきが向上

112

112

交差点内の導線が不明確であるため、右
折車両が手前で停止し、右折待機車両が
滞留し、直進車両を阻害している



６．ピンポイント渋滞対策予定箇所の説明 「国道8号 産業会館交差点」

○産業交差点では、交差点内の案内が不明瞭なため、右折車両が右折レーンをはみ出し、直進車両を阻害している。
○右折導流線の設置はH3１年度に実施する予定。
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福井県

福井県福井市
（国道8号上下線）

主要渋滞ポイント
至米原市

至 金沢市

≪位置図≫

≪広域図≫

≪説明図≫

永平寺大野道路

産業会館交差点

写真

坂井市

永平寺町
福井市

至 金沢市

鯖江市

交差点内の案内が不明瞭なため、右折車両が右折レーンをはみ出し直
進車両を阻害している
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導流線の設置
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産業会館交差点

至米原市

至金沢市



７．渋滞対策予定箇所の説明 「（都）岡山松陵線」

○（都）岡山松陵線が全線整備された場合、市道木崎線の利用交通（青ルート）は岡山松陵線（赤ルート）に転換することが予測される。主要渋滞箇所である萩野交差点の渋滞緩和
が期待されている。
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㉙白銀

㉚岡山町1丁目

㉜西野神
㉝若葉

㉟粟野

㉛木崎

事業延長： ０．６ｋｍ

幅員１６ｍ

車線数： ２車線

完了予定： 平成３１年度

事業目的： 敦賀市街地の骨格を形成する環状道路の未整備
区間である当事業区間を整備することで、環状道
路としてのネットワーク効果に加え、敦賀南スマー
トインターチェンジとのアクセス道路としての機能
が確保される。
また、歩道を新設することで通学児童や生徒をは
じめ歩行者および自転車の安全性の確保を図る。

事業の概要

昭和町

合同庁舎前

㉞萩野

211

225

210

27

8

標準横断図

■敦賀市 道路網構想図

主要渋滞ポイント

開通前の交通流動

開通後の交通流動

開通後の交通転換


